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Outward Bound and the Psychological Effects : A Review of Literature 

Toshio AKAI and Minoru lIDA 

During the past clecade, increasecl interest in Outwarcl Boul_~Lcl ha_s been found ancl a 

nunlber of Oufward Bound School has been establishecl in the world. The purpose of this 
paper is to introduce the philosophy, clevelopmental process, and programs of Outward Bouncl 

Schooi., to review recent literature on Outward Bouncl stuclies, found nlainly in the American 

doctoral clissertations ancl master's theses, and then to cliscuss the inlplications of it to 

outcloor recreation ancl eclucation in Japan. 

Outward Bound is originally basecl on the Kurt Hahn's educational philosophy, and was 

establisllecl in 1941 in England. The main ainl of Outward Bom~.cl is a character clevelop-

ment, sucll as moral, juclgement, ancl strong charactor, for youth by involving them in 

continuing series of challengeable ancl risk-taking activities in the outdoor setting. The 

Stanclarcl course, whicll lasts for four weeks, serves to 16 to 20 years old people. Depencling 

on the geograpllical location ancl conclitions, Outwarcl Bouncl programs include usually inclucle 

such activities as canoeing, sailing, nlountaineering, skiing, etc. The typical progranls cover 

four progressive stages : 1) on-base basi.c physical conclitioning and outcloor skill clevelopment, 

2) Iearning of outing sports skills in the wilderness setting with supervision, 3) experiences 

in the wilderness with limited supervision, and 4) the course evaluation. 

One of the most characteristics of Outwarcl Bound program is found in 'Solo Experience' 

in which the participants stay alone in the renlote settin*" with a minimum of food anC1 
shelter for 72 hours. 

Research on Outward Bouncl progranls has focusecl upon its effect on self-concept, 
including such words as self-awareness, self-confidence, self-actualization, etc. The sumnlary 

of findings showed positive clirections as a whole, though some changes were not statistically 

signifi.cant. Based on the literature reviewecl, methoclological problems were discussecl witll 

regarcl to the research clesigns, measurements, and subjects. 

Outward Bound programs hacl the following inlplications to recent outcloor-related pro-

grams in Japan : 1) Enphasis on character clevelopment of the participants as a purpose of 

tlle programs. 2) Need to provide the youth vigorous physical activity which offers challenge 

and courageous adventure in natural settin*". 3) Extension of usual two or three days 
session to one or two w~eks. 4) Safety education throtl_**h clirectly facing ancl concluesting 

the danger. 5) Partipant's involvement in pro*"ranl planning. 
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できない自然環境におかれた時，人問は独力で道

を切り開き，日常生活では想像できないほどの力

を発揮する。そLて真の自已を発見し，やれぼで

きるという強い自信を培うことができる。野外活

動はそれが高度になれぼなる程困難や危険を伴う

ことが多いがこれらに対して積極的に立ち向か

い，克服する態度や性格を養うことも野外活動の

重要な目標のひとつである。

　第2次大戦後，特に1960年代の後半から野外活

動の分野で世界の注目を浴びている運動のひとつ

に，Outward　Bound　がある。Outward　Bound

はイギリスに生まれ，海や山の自然環境の中で，

身体訓練を含む冒険的活動を通して性格づくりを

めざす野外活動であり，後に述べるがわが国でも

1974年に実験的に行なわれた。

　本論文では，Outward　Boundの理念と発展過

程，プログラムを概説L，Outward　Boundが参

加者に及ぼす心理的効果について，その研究成果

をアメリカの文献を中心に考察L，併せてわが国

における野外活動への示唆を検討する。

　2．O耐ward　Boundの理念と発展過程

　Outwarc1Boundはユダヤ系ドイツ人教育者，

クルト・ハーソ（Kurt－Hahn）の教育理念にその一

基盤をおいている。ハー1■は道徳的で，正Lい判

断力を持ち，強固な精神力を持った人間の育成を

青少年教育の目的とし，これらの精神特性を養成

する手段とLて厳しい身体訓練を重視した。

　ナチス・ドイツの迫害によって1933年英国に渡

ったハーソはGordonstoun学校の校長として早

速身体訓練による教育を実践した。例えぱ，運動

選手の持久カカミ，強い精神力を育成するのに不可

欠だと考えていたハーソは，学生達に早朝，ショ

ートパソツでラソニソグを行たわせ，トレーニソ

グ・プログラムの進行状況を毎日図表に記録させ

た。（Lowenstein，1975）

　ハーソはまた，戦争時における生存技術（Sur一

▽i▽a1Technique）や冒険体験に注目L，これを

平和時の教育活動に取り入れた。青少年が種々の

生存技術を習得し，実践する過程で，生命の危険

に直面させることによって，青少年に生に対する

正しい態度を育てるとともに，他人の生命を危機

から救出する能力を養い，他人への奉仕の精神を

培うことが，平和時におげる生存技術教育の目標

であった。同校学生の生存技術の向上を啓蒙する

ために，海や山の冒険旅行や人命救助で優れた業

績を残した学生に与えられるrモーリー・バッ

ヂ」（Morey　Badge）制度がおかれた。（Hogan，

1971）

　第2次大戦中，ナチス・ドイツ軍の攻撃による

海難事故が相つぎ，若い船貝の死亡率が中・高齢

者の船員のそれを上回ることが報告された。

（Schu1ze，1971）また，LowrenceHo1tによって

青少年の体力と精神力の不足が指摘され，緊急事

態を生き抜くことができる精神的，身体的訓練の

必要性が叫ぼれた・（耳og干n11968）ここにハーソ

の教育理念は，一当時の杜会的欲求と結びつき，

1941年Wa1esのOverdveyにOutward　Boun4
Sea　Schoo1が創設されるに至った。したがって，

この学校においては水泳訓練による生存法が強調

された。

　第2次大戦後，船員に対する生存訓練は，青

少年に対する海のための訓練ではたく，海を

通じての訓練に変っていった。（Loweinstein，

1975）

　Outward　Boundの語源は次の通りである。

　この言葉は，英国で船が出航する際，その24

時問前に船尾に旗を上げるのが常で，その旗は

その船が現在出航するための最終準備をしてい

ることを表示するものであり，それをOutward

Bo｛ndという名で呼んでいた。即ち新しく設

立されたこの学校も，若老たちが杜会人として

独立する直前の最終教育であり，その目的が良

き社会人となるための強い精神力と肉体を養

い，奉仕と愛を理解できるよう考えられている

ことから，つまりこの学校の目的がr人生の旅

立ちの準備」とも言えることから，Outward

BoundSchoo1と名付けられたのである。（日本

青年会議所青少年開発委員会，1977，p，17）

　1946年，Oし1tward　Bound財団が学校の総括機

関として創設され，1950年，海に対するものとし

て，山を中心としたOutward　Bound　Mountain



Schoo1がEskda1eに作られ，登山プログラムの

位置付げを行なった。これ以後，各地に学校が作

られ，1963年，Rhowniarに女子専門の学校が作

られた。現在英国には6つのOutward　Bound
Schoo1がある。（F1etbher，1971）

　1951年ナイジェリアに英国以外の初のOut－

ward　Bound　Schoo1が設立された。1975年現在，

アフリカには，ナイジェリア，ケニア，南アフリ

カ，ザソビアの5ケ国に6つのOutwardBound

Schoo1がある。アフリカのOutward　Bomdの

特徴は，杜会開発と杜会奉仕に・重点を置き，国家

の統一をめざして種族，宗教の違いに対する偏見

をなくする努力をしていることである。ケニア

Outward　Bound－Schoo1がケニア，　ウガソダ，

タソザニア政府の援助を受けて，3国からの7

名の盲人参加者をキリマソジャロ登山に成功さ

せたこともそのひとつの表れである。（F1etcher，

1971）

　野外活動の伝統を誇るアメリカでは，1962年に

コロラドOutward　Bound　Schoo1が設立された。

アメリカのOutward　Boundは短期問に顕著な

発達を遂げ，1971年現在7校が開設されている。

（Schu1ze，1971）アメリヵにおける発達の背景と

Lて，1）野外における集団生活が教育の場とし

て長い間認識されていたこと，2）組織キャソプ

（Organized　Camp）の対象は小中学生が主で，

青年を対象とした組織的な野外教育活動がたかっ

たこと，3）事故とその補償を恐れるあまり，自然

への挑戦や冒険の機会が減少しつつあったこと，

4）新聞・雑誌・テレビ等のマスコミによるセソセ

ーショナルな表現が人々のOutward　Boundに

対する関心を高めたこと，が考えられる。Out－

ward　Boundの理念は現在では組織キャソプ

（Organized　Camp）にも影響を与え，修正Out－

ward－Bound（1〉［odiied　Outward　Bound一），キャ

ソピソグ・アドベンチャー　（Camping　Adv’en－

ture），ウィルダーネス・アドベソチャー（Wi1der・

nessAdyenture），アウトドアー・チャレソジ（Out－

door　Cha11enge）等と呼ぼれるプログラムが年々

増加する傾向にある。

　その他，Outward　Boun〔1はマレーシァ，ホソ

コソ，シソガポールー西ドイツ，オラソダ，オー
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ストラリア，ニュージーラソド，カナダに発展

し，1975年現在で17ケ国32校が活動している。

（Metca1fe，1976）

　我が国においては1973年青年会議所が10人の青

年をマレーシアOutward　Bound　Schooいこ派遣

tた。この報告にもとづいて，1974年鹿児島県甑

島に英国人イ1／ストラクターを招聴して14日問の

実験コースを，18名の青年を対象に実施した。ひ

きつづき，1975年，長野県青年会議所は英国人イ

ソストラクターの指導のもとに26目問のスタ1■ダ

ードコースを計画し，栂池高原において山岳訓練

を中心にしたOutward　Bound　プログラムを2

期実施した。（日本青年会議所青少年開発委員会，

1977）

　3。　プログラム

　Outward　Bound　Schoo1のプログラムの原則

について，Spencer（1957）は次のように説明して

いる：

　学校は長期宿泊を原則とし，コースは最少隈

4週間実施する。思想の如何を間わず，政治や

宗教の偏見を捨て，いろいろな職業や国籍を持

った全ての人々に開放されなけれぼならない。

学校はまた，青少年に自已発見の最初の機会を

与えるため，戦争時以外ではあまり経験するこ

とのできない自律，チームワーク，冒険，身体的

困難，危機，その他の諸条件を含む活動を提供

するべきである。実際に興味のある訓練方法に

よって，学校は青少年の性格づくりに努力する

べきである。（P．29）

　Outward　Boundプログラムは，国によって，

また学校のおかれている地理的環境条件によって

多少異なっているが，長期研修，対象としての青

少年，自然を利用した冒険的野外活動，目的とし

ての白己発見と性格百成というOutward　Bound

の基本理念は全てのOutwar〔／Bound　Schoo1，特

にそのスタソダード・コースに共通している。

　表1はアメリヵにおけるOutward　Bound
Schoo1コースの種類と内容の概略であるが，ス

タソダード・コースの他に各種の特別コースが開
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表1　ThecoursecontentsoftheOutward
　　　　Bound　Schoo1in　U．S、

Course

standard

professors　in
eduCatiOn

I］ユini．OBS

juniOr

SeniOr

teaCher

sponsor

1ユeW
enユp1oyee

Age

16～20

a1！

over21

14～16

over22
｛a1！
ove工22

over25

a11

Sex

both

both

1⊃oth

ma！e｛fema！e
both

both

both

both

both

Length

days
21

23

24

26

5
12

21

21

10

10

26

9

5

　Cost

1てIδユ1δ扁

在50

475

500

550

125

225

250

250

250

250

550

275

100

（目本青年会議所青少年開発委員会，1977，p．96）

講されていて，対象，年令，性別，期問，参加費

もコースによって違いが見られる。ここでは，ス

タソダード・コースを中心にプログラムを紹介す

　る。

　スタソダード・コースは，16～19才の男女青少

年を対象に，21～26目問実施されている。生徒は

各コース約80～110人で，10人で1グループを構

成し，1～2人の指導者が担当する。学校の位置

している自然条件によってその活動が決定される

が，山岳地域では登山，ロック・クラィミソグ，

カヌー，スキー，キャソプ等の山志向型活動が，

海洋地域ではヨット，ポート，水泳，キャソプ等

の水志向型活動が中心になっている。

　スタソダード・コースを分析してみると，プロ

グラムの流れの中に，4つの段階があることがわ

かる：即ち，1）基礎実技，2）実技実習，3）実技応

用，4）評価である。

　基礎実技の段階では，まず第一に体力づくりに

重点がおかれる。期問中の激しい活動に耐えられ

るような体力を作り，体調を最高の状態に保つた

めに，ラソニソグ，水泳，’オブスタクル・コース

などの活動が与えられる。これと並行して，火起

こし，小屋作り，バックパヅキソグ，地図と磁石

の使い方，救急法，食用植物，保温等の野外生活

技術の講義と指導が学校内や周辺で行なわれる。

　第2段階の実技実習に入ると，山岳地域の学校

であれば，登1⊥1，ロック・クライミソグ，懸垂下

降，山岳救助法などを指導者が実際の場面で教育

する。これらの基礎技術をもとに，指導考を伴な

ったグループごとの実習旅行（9roup　expedition）

に出かける。この段階では，チームワークとコミ

ュニケーショソが強調される。

　次の実技応用の段階は，前の2段階で習得した

技術を応用Lて，指導老の手を借りずに，参加者

白身で計画を遂行するものである。これはプログ

ラム全体のハイライトともいえるもので，4～5

人の小グループで行なうものと，たった1人で実

施するSo1o　Expedition（or　So1o　Experience）が

ある。So1oExpeditionでは，グラソド・シート，

ナイフ，救急セット，寝袋，懐中電燈，塩，4本

のマッチ，4本の釣針と糸，’笛と旗と1日分の食

料という必要最少隈の装備で，3目問を完全に1

人だけで野外生活をする。期問中は誰にも会うこ

とはなく，孤独と緊張と恐怖に耐え，これを克服

するという非常に厳しい心理的挑戦プログラムで

ある。連絡があるまで一定の場所に滞在するもの

と，一定の場所に期問剛こ帰る2つの形式があ
る。

　最終段階では10kmマラソソや，各種のチー

ムゲーム，スタッフとの面接，感想文の提出など

があり，Outward　Bomd経験の効果を主催老と

参加者の両方の側から評価する機会となる。

　4．研究成果の考察

　前述LたようにOutward　Boundが性格づくり

を目的としているため，Outward　Boundに関す

る研究はOutward　Bound　Schoo1経験の自已概

念（Se1f　Concept）に及ぼす効果に集中していて，

心理学的アプローチがその大部分を占めている。

自已概念は一般的には，自分の身体的特徴，能

力，性格などについて本人がどのように認知して

いるかということで，比較的永続Lた白分自身に

ついての考えである。人間の行動は，その個人が

自分自身をどのように見，どのように考えるかに



密接な関連をもらていて，自已概念が個人の行動

を決定するところにその重要性がある。自已概念

はまた，パーソナリティ形成の中枢をなすもので

もある。自已概念の定義と他の用語との区別につ

いては必ずしも明確ではない。自已概念，自已実

現（Se1f－actua1ization），白已意識性（Se1f－aware・

ness），白已記述（Se1f－description），白已評価

（Se1f－rating），白已主張（Se1f－assertion），自尊心

（Se1f－esteem），白信（Se1f－conidence）などの用語

がほぼ同じ意味でさまざまな研究者によって使わ

れている。ここではSe1fに関する種々の変数と

バーソナリティに及ぼすOutward　Boundの効果

について言及する。

　対象としての自已をとらえる指標として最も多

く取り上げられているのが現実自已と理想自已

（Rea1－Idea1Se1f）の差である。現実自已と理想自

已に差があるということは，個人がなりたいと欲

している人間に自分がまだなっていないことを認

めていることになる。ある程度のズレは一般的に

認められるもので，よりよく自分を変えていきた

いという自已成長の努力の動因ともなる。しか

L，あまり差が大きい時には，自已に対するゆが

んだ妥当でない自已像を持っていることであり，

なんらかの心理障害の指標とも考えられる。反対

に一致が見られるならば，その個人が満足や喜び

を感じていることになる。現実一理想自已の測定

には，形容詞チェックリスト（Adjectiveα／eck

List），意味差別法（Semantic　differentia1method）

等が用いられている。

　Outward　Boundに関する研究の歴史は浅く，

1960年代後半から体系的な研究がなされ始めた。

C1ifford　ancl　C1ifford　（1967）　はコロラド　Out－

ward　Bound　Schoo1の男子参加老36人（年令11～

19才）を対象に，Se1f　and　Idea1Descriptive

Sca1e，Se1f－rating，Ward－M1eaning　Testを初

日と最終目に実施し，現実一現想自已差の変化は

わずかであったが，現実自已概念はよりよい方向

に大きな変化が見られ，Se1f－ratingにも同様の

結果を得た。

　Goughの形容詞チェックリスト（GoughAdjec－

tive　Check　List）を使ってKoepke（1973）は，

ロロラドOし1tward　Bound　Schooいこ参加した32
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名の男子，11名の女子を対象に自己概念の変容を

検討した。23のAC　L　F位尺度のうち，防御，白

信，適応，支配，養育，提携，攻撃性，援助，屈

辱たどを含む12の下位尺度で現実一理想自已差

が有意に減少Lた。したがって，コース終了時に

はOutward　Bound　Schoo1参加者は自已をより

高く評価するようになるし，理想の自已により近

づくと結論づけた。

　Ke11y　and　Baer（1968）は，マサツセッツ州青

年補導課から，コロラド，ミネソタ，ハリケー

ソ・アイラソドの3つのOutwardBoundSchoo1

に送られた60人の非行少年に，現実一理想意味

差別評定尺度（Rea1and　Idea1Semantinc　Dif－

ferentia1Rating）をコrスの事前，事後に測定

し，10の白已概念に関する評定尺度中，3尺度

「私は……である」I　am，「私は……になりたい」

I　wou1d1ike　to　be，r問題を起こさない少年

は……」Boys　who　don’t　get　into　troub1e，に有

意差が見られたことを報告している。

　現実一理想自已に関する研究結果は現実自已概

念が増加L，現実一理想自已差が減少するという

仮説を支持する傾向がみられ，一部分の下位尺度

については明らかた有意差が見られた。

　Smith（1971）とStucky（1974）は現実一理想

自已についてではないが，ACLによる白已概

念の変化の評価を試みた。Smith（1971）は男女

高校生の実験群と統制群について，白信（Sef－

conidence），忍耐（Persi▽erance），協調性（Abi－

1ity　to　get　a1ong　with　others）の3つの変数を

選んで実験した。ACLと16のパーソナリティ因

子質間紙（SixteenPersona1ityFactorQues－

tionare）を事前，事後と7．5ケ月後に実施したが，

いずれの変数にも両群間の有意差は認められがた

く，唯一の効果としてA　C　Lによる男子の自信の

項目が挙げられた。コロラドとダートマスの

Outward　Boundに参加した39人の男女教師（平

均年令27才）に対する事前と9ケ月後のAC　Lを

使った白已記述の研究で，Stucky（1974）もその

効果を発見できなかった。

　白已概念を測定するために，AC　Lと並んでテ

ネシー自已概念尺度（Tennessee　Se1f　Concept

Sca1e）がしぼしぼ使われている。TS　C　Sにはカ
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ウソセリソグ用と臨床・研究用の2形式があり，

100項目の自已記述を5段階尺度によって回答す

るものである。Wetmore（1972）はハリケーソ・

アイラソドOutward　Bound　Schoo1の参加少年

219名を対象にTS　C　Sを実施した。26日間のコ

ース修了直後では，自已概念に関する10項目中9

項目に有意な変化が見られたが，6ケ月後には2

項目に減少した。また，行動評定尺度（Behavior

Rating　Sca1e）を利用した自已概念の変化にも同

様の結果がみられたことを報告している。

　Winkie（1976）はOutward　Bound　Schoo1参

加老の自已概念と道徳判断に・ついて，T　S　C　Sと

Rest　Diining　Issues　Testを利用して，Outward

Bound　Schoo1の効果を吟味Lた。男女147名の

参加者を対象にして，初目と最終日さらに130日

後に調査を実施し，次回コース参加予定者105名

を統制群とした。事前，事後テストの結果におい

て，白已概念と道徳判断はより高い水準への変化

が見られ，少くとも130目はその効果が認められ

た。

　TS　C　Sを利用した研究は，Outward　Bomd

Schoo1を通じて自已概念の変化が期待でき，こ

の効果は比較的長期問持続する傾向があることを

示Lている。

　Smith他（1975）はコロラドOutwordBound

Schoo1の参加者600人に対Lて，OutwardBound

Schoo1の効果について白已主張，自尊心，自已

意識性，他者受容の4尺度を含むアウトワードバ

ウソド効果検査（In▽entory　of　Outword　Bound

Effects）を実施Lた。結果について1）Oし1tward

Boundコースは参加老の自已主張（適応能力，リ

ーダーシップ，積極性）に効果がみられた。2）自

尊心の基準を高めた。3）他老受容に関する明らか

た効果はみられなかった。4）白已意識性に関する

効果は明らかにすることができなかった。と報告

している。

　自已実現（Se1f－actua1ization）に関しては，

Vander　Wi1t（1971），Davis（1972），Leiweke

（1976）がその成果を発表している。Mas1ow

（1962）によれぼ，生活体が内在的に一定の能力を

持ち，それを発揮Lたり，実現したりする要求を

持っていて，その要求を充足させる活動を行なう

ことを自已実現という。彼は1）生理的諸要求，2）

安全の要求，3）所属と愛情の要求，4）自尊の要求，

以上に，5）自已実現の要求を重視している。これ

ら一連の要求は年令とともに生理的要求から自已

実現の要求の方向に移動する。また，自已実現L

ている人の特徴とLて，1）現実をより適切に認知

し，現実に適応する。2）自分白身と他者を受け入

れる。3）進んで，いつも新鮮な気持で感謝する。

4）ユーモアのセソス。5）創造性。6）文化への低抗

等15の規準を挙げている。前述の特性を持つ自已

実現者をもとにして，Persona1OrientatiOn　In－

VentOryカミ作られた。

　自已実現について，yander　Wi1t他（1971）は

大学生オリエソテーショソの一環とLてミネソタ

　○し1tward　Bound　Schoo1に参加した男女各10名

にP　O　Iを実施し，Outword　Bound経験は女性

の自已実現過程にのみ有意な貢献をLた．ことを報

告している。Davis（1972）は岩登りと懸垂下降時

の恐怖と自已実現との関係にりいて評定尺度と短

文記述を含む調査を実施し，恐怖の克服によって

自已意識性と自已実現に変化が見られたことを示

した。

　Leiweke（1976）は24日間の　Outward　Bound

経験の自已実現過程に対する影響を検討するため

に，テキサスOutwardBoundSchoo1の16～47

才の参加者に対してP　O　Iの3尺度，TimeCom－

petence　Ratio，Support　Ratio，Se1f　Actua1izing

Va1ueを用いて，自已実現の変化を初目と最終目

に測定した。結果はP　O　Iの3尺度のいずれの得

点問も有意差が見られた。従って，参加老は他人

に対する依存心が減少し，個人の能力が十分に機

能し，自已実現した人問に特有の価値観を持つよ

うになったことが明らかにされた。以上3つσ研

究結果から，Outward　Bomd経験を通じて，参

加者は白已実現過程を拡大させることができると

考えられる。

　Strutt（1966）とFoster他（1971）はOutward

Bound　Schoo1のパーソナリティヘの効果を調査

し，女子参加者にr安定した」の項目について変

化がみられたことを両研究老が報告している。

Strutt（1966）は英国の女性Outword　Bound

Schoo1参加者100人とその統制群に対して16P　F
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を18ケ月後に追跡テストをLて，実験群はr安定

した」（．01レベノレ），r信頼できる」，r批判的た」，

「活発な」，「神経質でない」「因襲的でない」など

のパーソナリティ特性により高い傾向が見られた

ことを報告している。Foster（1971）はダートマ

ウスOutward　Bound　Schoo1において，ニューヨ

ーク州立大学生17名を対象にThurston　Temper－

ament　Schedu1eにょって7つのパーソナリティ

特性r活動的な」，r元気のいい」，r衝動的な」，

「支配的な」，「安定した」，「杜交的な」，「反省的

な」の変化を測定した。事前，事後の緕果は男子

はよりr安定した」について増加を示し，女子は

「安定した」と共に「元気のいい」について有意

な増加を示した。また，平均バーセソタイルは男

子の社交的特性と女子の活動的特性を除く全項目

に増加の傾向が見られた。

　白已やパーソナリティを中心セ亨，その研究成果

を考察したが，その他の変数として非行少年の再

犯率（Ke11yand　Baer，1968．1974），態度変容（Gi1－

1ete，1971；Godfrey，1972）などの研究があった

ことを付げ加えておく。

　OutwardBound　Schoo1を取り扱っている研

究成果は総体的にOutward　Bound　Schoo1の効

果を立証していると考えられるが，次のような研

究上の間題点を考慮した上で結論づける必要があ

ろう。

　1）吟味した15の論文のうち，その2／。の研究が

統制群を持っていない。1つの集団に対して事

前，事後の比較を行なう研究方法（ohe－group　pre

andpostdesign）はパイロット・スタディとLて

は役立つが，効果を評価する実験法としては満足

のゆくものではない。

　2）測定については，標準テストが使われてい

るが，Outward　Bound　Schoo1参加老の特殊性

が考慮されてないし，内容の妥当性の点でもOut－

ward　Bound　Schoo1経験に必ずしも適当とはい・

えないものも含まれてくる。研究者はその研究目

的にそって，下位尺度や項目を選択，修正し，で

きれば自分でテストを創り出せれぼより効果的で

ある。この点，スタツフとの面接，プログラムの

分析，文献研究にもとづいて創られたSmith

（1975）のInventory　of　Outward　Bound　E甜ects

は参考とたる。

　3）対象人数が極端に少ない場合には，その結

論は疑問視され，一般化に必要な最少限の被験者

が必要である。

　4）　研究の大部分はOutward　Bound　Schoo1

参加直後に事後テストを行なっているが，正しい

効果の判定はどの時期に行なわれるべきか，考慮

する必要がある。また，持続的効果を評価するた

めに，追跡研究がより多くなされなければならな

い。

　5）　同一測定方法を使った研究でも，学校によ

ってその効果が異なったり　（Ke11y　and　Baer，

1968），コースによって異なる効果が出ている
（Smith他，！97．）。これらの結果から，参加者の

質的相違の他に，コース内容や指導老の質や指導

法などにもかなりの差カミあるように思われる。

　5．　おわりに

　○し1tward　Bomdの理念，発展過程，プログラ

ムそして効果についての考察をしてきたが，Out－

ward　Boundはわが国の野外活動に多くの貴重た

示唆を与えていると考えられるため，その幾つか

を列挙する。

　1）　文明杜会のひずみが生みだした人問性の欠

如は，知的教育よりも性格教育によって回復する

ことができるのではなかろうか。OutwardBound

の性格教育の目的は，わが国の野外活動における

知識や技術習得中心のあり方に反省の機会を与

え，野外活動が青少年の性格教育に及ぼす影響力

を再認識させるとともに，目的とLての性格教育

の重要性を強調することを示している。

　2）　野外活動の内容として，ともすれば歌，ゲ

ーム，フォークダソスといった簡単にできて楽し

そうに見える活動が定着しりつあるなかで，野外

において真に追求されるべき活動は何かという間

いに対Lて，OutwardBoundに見られる厳しい

身体訓練と白然への挑戦がその答えを出している

ように思われる。よりよく自然を知り，自已を知

るには，自然と人問との直接の触れ合いが必要で

あり，それは大自然における冒険や挑戦活動の中

に見い出されるのではなかろうか。

　3）　Outward　Bound　Schoo1のスタソダード・
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コースの期問は21～26日である。ふりかえってわ

が国の野外活動期問は4日以内のものがその大部

分を占めている。プログラムを効果あらしめるに

は，現在のプログラムから長期のものに変えてゆ

く必要がある。その点では，国土庁が検討Lてい

る「セコソド・スクール構想」は最低2週間から

普通1ケ月問学校を離れて野外教育カリキュラム

に従事するものであり，Outward　Bound　Schoo1

の理念を活かせる可能性を含んでいる。

　4）安全教育は，危険な場所からいつも逃避す

るだけでなく，優れた指導者のもとで，実際に危

険に直面し，克服するところに真の安全教育があ

る。野外活動の事故を恐れるあまり……それはし

ぼしば死につながるので，危険をあまりにも避け

過ぎる傾向がある。安全教育が野外活動のひとつ

の目標であるならぼ，何が危険かをも教育し，そ

れに対処できる知識と技術を教育する必要があ

る。

　4）Outward　Bound　Schoo1の指導方法を分析

してみると，参加老が知識や技術を習得し，成長

する過程に応じて，指導考自身がその役割を少し

ずつ変化させている。そして最終的には，参加者

自身で計画し，行動させることをねらっている。

人間，特に青少年は自分達で計画したことには，

強い情熱と責任感を持って臨むであろう。わが国

の野外活動のプログラミソグの段階で，参加者が

参画する機会がもっとあってよいのではないか。

　最後にOutward　Bound　Schoo1がわが剛こ定

着するには，必ずしも杜会的条件が整っていると

はいえない。特に26日問という長期にわたる活動

に参加するには，時問的，経済的な困難が予想さ

れる。1週間から10日程度の短期特別コースを開

設し，活動を多様化するよりひとつの技術を基礎

から応用段階まで深く習熟するという方向に向か

うほうが導入しやすいのではなかろうか。なお，

指導者の養成及び望まLい施設，用具の確保も同

時に急務となるであろう。
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